
平成２９年度「市長のまちづくりふれあいトーク」

でいただいたご意見等の対応状況について

【H29.10.30 窪地区】



No. 地区 項目 質問の内容 対応状況 30年度担当部署

1 窪 環境保全

　環状南線は地域で清掃してほしいということだっ
たが、落ち葉だけでなく海岸にいたるまでゴミの投
げ捨ても途切れない。市民のゴミ捨てのモラルを
高めてほしい。窪小学校から浜までの環境整備を
市をあげていかなければならない。

　環境保全活動の継続と拡大を図るため、学校や地域
社会で環境保全に対する理解を深める取組みや、意
欲を高める環境教育が大切です。
　市では、快適で住みよい街づくりを推進するため、地
域やボランティア団体と協働し美化活動を実施してお
ります。

環境防犯課
環境保全担当
74-8065

2 窪 不法投棄

　不法投棄対策として、監視カメラを設置している
ところもあるというが、どこでやっているのか。

　不法投棄の多い場所に監視カメラを設置し、再発防
止体制を整えたいと考えております。現在、堀田地
区、柳田地区、島尾地区と西部清掃センターに設置し
ております。

環境防犯課
環境保全担当
74-8065

3 窪 街路樹

　ケヤキの落ち葉には苦労している。ケヤキは大き
くなるが、根も大きく広がっていくため、歩道が波
打っている。また、ケヤキに虫が付く。子どもたちが
虫にさされるといってその道を通らない。消毒や剪
定を一度に徹底的にやってほしい。そうすれば落
ち葉も減って地域も整備しやすい。落ち葉はきりが
ない。街路樹をつくるときには、そういった点も考
慮してほしい。なるべく早く。本当に周辺の人は
困っている。

　街路樹については、落ち葉などの問題もあり、植え
替えも含めて、検討していかなければならないものと
認識しております。

道路課
道路維持担当
30-7070

4 窪 街路樹

　街路樹について、毎年同じ討論をしている。他
市では街路樹を少しずつ減らしている。高岡の中
田地区や伏木地区も１００ｍほどハナミズキ通りに
している。毎年少しずつ切っていくか、植え替えを
するかなど考えていかなければ。将来に負担のか
からない植え替えを少しずつしてはどうか。５年、
10年先を見据えて考えるべき。発想の転換が必要
だ。現状維持で、毎年剪定し、毎年落ち葉を拾わ
ないといけないのか。

　街路樹については、落ち葉などの問題もあり、植え
替えも含めて、検討していかなければならないものと
認識しております。

道路課
道路維持担当
30-7070



No. 地区 項目 質問の内容 対応状況 30年度担当部署

5 窪
少子高齢
化

　地域福祉について、2025年までに3人に1人が高
齢者という、超高齢化社会を迎える。地域がどのよ
うに変化し、どのような問題が発生し、どう対応して
いけばよいのか、お聞きしたい。

　市内には、既に高齢化率が４割を超えている地区が
あります。高齢者がただ「受け手」となるのではなく、高
齢者同士による支え合いや地域活動の支え手となる
ためのしくみづくりが必要です。
　そのため、地域住民主体による生活課題を解決する
買物支援や外出支援など生活支援サービスに取り組
む「安心生活創造事業」の実施を各地区社協単位で
推進しています。
　さらに、地域包括ケアシステムの体制づくりの一環と
して、きときと１００歳体操の普及を図っています。この
１００歳体操は、身体機能の維持・向上だけでなく高齢
者の集いの場、生きがいづくりの拠点としての機能も
併せ持っておりますが、何よりも地域の方の「互助」「支
え合い活動」であることが、２０２５年問題に対応するた
めの大きな力になるものと考えています。
　

福祉介護課
長寿生活支援担
当
74-8111

地域振興課
地域協働担当
74-8013

6 窪 海岸保全

　島尾まで１１の排水路が流れている。しかし、水
の出口の部分にゴミなどが溜まり、埋まってしまっ
ている。地域の人と、どこに土砂がたまりやすいか
相談してから設置するべき。このようなつくりでは意
味がない。

　窪地内の排水路については、地元の皆様の協力や
意見交換により、市で対応できるものは、対応しており
ます。ゴミや土砂について、どこにたまりやすいのか地
域の皆様の意見をお寄せいただければ、今後の対策
を検討して参ります。

ふるさと整備課
治水治山担当
30-7071

7 窪 都市計画

　窪・柳田地区の畑地で宅地造成が進んでいる
が、ＪＲ線路に沿って道路を作るような都市計画を
考えてほしい。

　平成２９年度から３０年度にかけて、氷見市における
土地利用方針を含む都市計画の基本的な整備方針
を定めた都市計画マスタープランの改定作業を行って
います。
　窪・柳田地区の畑地における土地利用方針等につ
いても、この都市計画マスタープランの中で検討して
参ります。

都市計画課
都市政策担当
74-8078



No. 地区 項目 質問の内容 対応状況 30年度担当部署

8 窪 都市計画

　窪にはメインの環状南線はあるが、一本入ると普
通車がすれ違えない狭い道路が多い。全ての道
路を広げることは簡単にはできないが、市として今
後どのように考えていくか。

　窪地区は普通車がすれ違えない狭い道路が多いこ
ともあり、住宅化が進んでおらず、未利用地が多くあり
ます。そのため平成29年度から2ヵ年をかけて策定す
る都市計画マスタープランの中で、土地利用等につい
て検討を進めて参ります。

都市計画課
都市政策担当
74-8078

9 窪 都市計画

　畑の中の道路が狭いため、試験的にでも条例な
どで新築する際に数ｍ下がるというようなことをでき
ないものか。道が広くないと、すれ違うときなど嫌な
思いをすることが多い。

10 窪 水道料金

　ひみ元気プロジェクトの中に「住みたいまち」とあ
るが、氷見は県内で一番水道料金が高い。水道
料金が高いところに人が住んでくれないのではな
いか。そういった基準で選ぶ人もいるのでは。

　受水費は営業費用の４割と高い割合を占めていま
す。給水収益は年々減少するのに対し、基本水量は
一定なため、後年度になるほど、乖離幅が拡がること
になります。氷見市は人口減少のペースが他市より進
んでおり、人口減による給水収益への影響が深刻なた
め、見直しを求め続ける必要があります。
　平成30年度に中長期経営計画を策定しますので、
耐震化や老朽管更新の投資必要額と年度割を見こし
た段階で改めて料金の検討を行いたいと考えておりま
す。

上下水道課
上水道経営企画
担当
74-8206

11 窪 消防

　畑の中に宅地をつくったため、万が一火事に
なったときの防火水槽や消火栓が不足しているの
では。大火になったときに備えてほしい。

　場所をお示しいただければ、周囲の水利状況や消
防的見地から判断し整備していきたいと考えますが、
その時には消火栓の場合は水道管の環境、防火水槽
の場合は土地提供等の問題も出てきます。そうなった
場合には、また地区の方と相談して進めていきたいと
思っております。

消防本部
74-8300



No. 地区 項目 質問の内容 対応状況 30年度担当部署

12 窪
漁業文化
交流セン
ター

　新しいアイディアを取り入れる前の魚々座の早々
のオープンには驚きがありました。しっかり改善し
てからの再出発でも良かったのではないか。あれ
だけ大きな問題があったのですから。

　漁業文化交流センターは、漁業文化の学習等の取り
組みや研修、体験施設として活用する要望があり、漁
業文化を発信する施設として開館させていただきまし
た。今後の活用方法については、氷見市市街地グラン
ドデザイン検討委員会において、示された方向性に基
づいて細部を検討してまいります。

商工観光課
観光戦略担当
74-8106

13 窪 街路樹

　街路樹をハナミズキに植え替えることは、検討に
値するのでは。

　ケヤキについては、落ち葉などの問題もあり、植え替
えも含めて、検討していかなければならないものと認
識しております。

道路課
道路維持担当
30-7070

14 窪 排水路

　海岸の排水路は砂地に水を流していて浸み込
むため、金をかけて取り組むのはどうかと思いま
す。

　砂地に浸み込む量以上の大きな雨が降った場合に
排水路の上流部で溢れて浸水被害が想定されますの
で、出口部分のゴミや土砂の撤去は必要と考えていま
す。今後とも地元のみなさんの協力をお願いします。

ふるさと整備課
治水治山担当
30-7071

15 窪 街路樹

　市道環状南線ケヤキ並木の落ち葉等の清掃に
ついて
　

　街路樹の枝の剪定については、全部を一度にできな
いため順番に行っています。落ち葉の清掃も計画して
おり、毎年10月末を目途に実施したいと考えておりま
す。

道路課
道路維持担当
30-7070

16 窪 草刈り

　市道環状南線高架橋付近の傾斜地の草刈りに
ついて

　平成３０年度で防草シートの設置を計画しています。 道路課
道路維持担当
30-7070

17 窪 排水路

　海岸排水路を仏生寺川に排水させるよう排水路
を整備できないか。

　現地の調査を行いましたが、高低差の関係ですべて
の排水を仏生寺川へ導入することは困難であります。
ゴミや砂の防止対策については、地元の方と相談させ
ていただいていますが、今後もより有効な手法がない
か検討、相談させていただきます。

ふるさと整備課
治水治山担当
30-7071



No. 地区 項目 質問の内容 対応状況 30年度担当部署

18 窪
老朽空き
家

　空き家の擁壁の倒壊について 　昨年度、市内全域で空き家の老朽度等を把握する
ための実態調査を行いました。今後はこの調査結果を
基に、適切に管理されず周辺の生活環境に悪影響を
およぼす恐れのある空き家（特定空家）の認定を行
い、その所有者に対し指導・勧告等を行っていく予定
です。本案件につきましても、所有者を特定し擁壁の
改修等を指導いたします。

地域振興課
定住促進担当
74-8190

19 窪 側溝改良

　窪4号線の側溝改良 　現在、窪１号線の側溝整備を実施中であります。この
路線が完了後、整備を進めてまいります。

道路課
道路維持担当
30-7070

20 窪 児童公園

　窪児童公園の整備について 　今後の窪児童公園の活用については、地元で検討
していただき、それに基づき居心地のよい空間となるよ
う市も検討していきます。

都市計画課
公園管理担当
74-8076


